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宗

賛
か
た
大
節
入
な
祭

―

-
S
l
/
3
0

、

2
/
3
日
の
両
日
で

ァ
約
四
千
人
が
参
集

S

一
月
一
二
十
日
と
二
月
三
日
の
両
日
、
五
年
目
を
迎
え
た
宗
像

観
光
協
会
（
吉
武
邦
彦
会
長
）
と
の
共
催
に
よ
る
「
む
な
か
た
大

Y
 

節
分
祭
」
が
行
わ
れ
、
「
福
」
を
授
か
ろ
う
と
す
る
参
拝
者
約
四
千

人
が
参
集
し
、
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
熱
気
で
賑
わ
っ
た
。

前
々
日
二
十
八
日
に
氏
子

青
年
会
、
観
光
協
会
の
奉
仕
に

よ
り
本
殿
横
に
特
設
舞
台
を

設
置
、
又
斎
館
前
の
イ
ベ
ン
ト

会
場
に
は
出
店
ブ
ー
ス
、
ス
テ

ー
ジ
等
が
設
け
ら
れ
、
参
拝
者

の
受
入
れ
態
勢
が
整
え
ら
れ

た
。一

月
三
十
日
午
前
十
一
時
、

豆
打
式
は
大
粒
の
雪
が
降
る

中
、
一
時
間
前
に
は
今
か
今
か

と
待
ち
構
え
る
参
拝
者
が
押

□
□
]
1胃
[
[

九
月
に
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
当
大
社
に

は
車
祓
（
交
通
安
全
祈
願
）
が
殺
到
し
た
。

現
在
そ
の
反
動
著
し
い
も
の
の
、
宗
像
大

社
に
お
け
る
交
通
安
全
信
仰
の
重
要
さ

を
思
い
知
ら
さ
れ
た
出
来
事
で
あ
っ
た

▼
そ
し
て
今
月
十
二
日
、
い
よ
い
よ
九
州

新
幹
線
が
全
線
開
業
す
る
。
交
通
安
全
・

宗
像
大
社
の
実
賀
的
な
さ
き
が
け
は
、
明

治
時
代
ま
で
遡
る
鉄
道
関
係
者
の
崇
敬

に
あ
り
、
現
在
も
大
前
に
お
け
る
そ
の
年

最
初
の
こ
祈
祷
は
J

R

九
州
で
あ
る
▼

本
年
も
社
長
以
下
参
列
、
年
明
け
と
と
も

に
斎
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
各
部
・
駅
こ
と

に
も
参
拝
さ
れ
た
が
、
な
か
に
は
初
穂
料

を
自
賀
で
運
転
手
・
車
掌
・
駅
員
等
職
種

も
様
々
な
同
期
入
社
の
会
で
安
全
祈
願

を
申
し
込
ま
れ
る
方
々
も
お
ら
れ
、
公
共

交
通
を
担
う
意
識
の
高
さ
に
感
銘
を
受

け
た
▼
そ
の
一
方
で
当
県
は
飲
酒
事
故

全
国
ワ
ー
ス
ト
。
幼
い
子
供
三
人
の
命
が

奪
わ
れ
た
飲
酒
事
故
も
記
憶
に
新
し
い

が
、
先
月
九
日
に
は
男
子
高
校
生
二
名
が

死
亡
す
る
飲
酒
運
転
事
故
も
発
生
し
た

▼
神
職
の
本
義
は
「
祈
る
」
こ
と
で
あ
り
、

祈
願
者
に
安
全
運
転
の
誓
い
を
た
て
て

い
た
だ
き
、
加
護
が
あ
る
よ
う
祈
り
を
奉

げ
る
こ
と
だ
が
、
そ
れ
以
外
に
も
無
く
な

ら
な
い
飲
酒
事
故
に
対
し
、
何
か
で
き
る

こ
と
が
な
い
か
模
索
し
た
い
。
（
塚
）

3月祭事暦

毎月 1 ・ 15日肖茨祭
午前10時～
高宮祭
第二宮•第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前 1 1 時～
総社祭
補安舞奉奏(1日）
盟栄舞奉奏(1 5 日）

4日氏貞公塁前祭

午前 1 1 時～

於＝宗像市上八氏貞公墓前
本年は仏式で斎行

19日松尾神社祭

午前11 時～
於＝境内松尾神社

21 日皇霊殿遥拝式

午前10時～

装束店 〒 600-8503 京都市下京区油小路通六条上る
神具・装束授与品 フリーダイヤル 0120-075-980

令井 済福岡店；が望唸開。王慧ば喜1-12-10-401

授与品店〒 601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

紅‘会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. munakata-taisha. or.jp/ 
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し
寄
せ
た
。
定
刻
、
昇
殿
参
拝
後
、
一
引
き
続
き
一
般
参
拝
者
の
豆
打
一

神
職
と
共
に
地
元
宗
像
に
拠
点
を
｛
式
が
入
場
制
限
を
行
い
な
が
ら
二
[

お
く
プ
ロ
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
「
福
]
凹
撒
か
れ
た
。
午
後
一
時
三

0
分
i

岡
サ
ニ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ー
ス
」
の
選
：
か
ら
も
同
様
に
豆
打
式
が
行
わ
i

手
や
、
観
光
協
会
メ
ー
ル
会
員
の
・
れ
、
冷
た
い
風
が
時
々
差
し
込
む
・

中
か
ら
選
ば
れ
た
方
ら
が
特
設
舞
中
で
あ
っ
た
が
、
寒
さ
を
感
じ
さ

台
に
上
が
り
、
先
ず
子
供
達
へ
の
せ
な
い
熱
気
で
さ
ら
に
賑
わ
い
を
鵡
．

豆
打
式
が
行
わ
れ
黄
色
い
歓
声
が
み
せ
た
。
詮
平
直

神
苑
に
こ
だ
ま
し
た
。
i
参
道
に
は
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
[
傘
f
・

l
・

`
]

□
｀
』
麟
』

と
専
用
ブ
ー
ス
が
設
け
コ
ー
ナ
ー
に
は
長
蛇
の
列
が
出
来
二
癸
上
。
続
い
て
拝
殿
上
左
右
．

ら
れ
、
斎
館
前
で
は
同
．
て
い
た
。
―
二
手
に
分
か
れ
た
神
職
に

協
会
に
よ
る
様
々
な
―
ス
テ
ー
ジ
で
は
今
年
も
玄
界
高
一
よ
り
追
灘
の
神
事
「
嗚
弦
の

露
店
が
出
店
さ
れ
大
五
邦
楽
部
に
よ
る
「
玄
界
太
鼓
」
も
儀
」
が
執
り
行
わ
れ
た
。
ニ

盛
況
で
あ
っ
た
。
な
か
一
催
さ
れ
、
神
人
和
楽
の
賑
わ
い
に
人
の
神
職
が
桃
弓
・
葦
矢
を

[
]
？
ロ
コ
]
ロ
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た
大
勢
の
参
拝
者
が
待
ち
受
け
る
一
温
か
い
「
ぜ
ん
ざ
い
」
を
い
た
だ
き
‘
]
界
灘
で
獲
れ
た
新
鮮
な
鯛
の
刺
身

中
、
葦
津
禰
宜
に
よ
る
「
福
は
内
、
．
満
足
そ
う
な
様
子
で
あ
っ
た
。
と
鍋
を
セ
ッ
ト
に
し
た
「
玄
涌
天

鬼
は
外
」
の
発
声
と
共
に
福
豆
が
一
こ
然
セ
ッ
ト
」
、
宗
像
の
野
菜
、
生
花

ま
か
れ
る
と
、
本
殿
周
辺
は
瞬
く
両
日
の
大
節
分
祭
で
撒
か
れ
た
な
ど
の
特
産
品
や
、
道
の
駅
「
む
な

間
に
熱
気
に
包
ま
れ
、
各
々
福
運
]
福
豆
の
数
は
約
六
万
袋
。
当
大
社
・
か
た
」
の
お
買
物
券
に
加
え
、
当
大

を
手
に
さ
れ
た
。
と
観
光
協
会
で
分
担
し
袋
詰
め
作
社
か
ら
は
「
節
分
厄
除
み
く
じ
」
の

福
豆
を
拾
わ
れ
た
参
拝
者
は
、
業
が
行
わ
れ
た
が
、
例
年
の
小
さ
i
一
回
無
料
券
や
、
神
宝
館
の
無
料

斎
館
前
の
テ
ン
ト
で
当
た
り
券
を
な
餅
が
危
険
と
の
こ
と
で
、
炒
ら
拝
観
券
が
「
当
た
り
券
」
と
し
て
福

品
物
に
交
換
し
、
振
る
舞
わ
れ
た
れ
た
大
豆
や
お
菓
子
の
他
に
今
年
豆
に
付
け
ら
れ
た
。

か
ら
イ
リ
コ
を
袋
詰
め
本
年
も
宗
像
観
光
協
会
が
中
心
：
た
だ
き
ま
し
た
各

し
た
も
の
に
変
更
さ
れ
：
と
な
り
、
宗
像
大
社
氏
子
青
年
会
、
：
体
各
位
に
は
衷
心

好
評
で
あ
っ
た
。
~
宗
像
歴
史
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
り
御
礼
申
し
上
げ

そ
し
て
福
豆
の
な
か
福
岡
サ
ニ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ー
ス
、
玄

に
は
、
北
九
州
市
の
航
空
]
洋
む
な
か
た
の
諸
団
体
に
助
成
い

会
社
「
ス
タ
ー
フ
ラ
イ
ヤ
；
た
だ
い
た
ほ
か
、
道
の
駅
「
む
な
か

ー
」
か
ら
東
京
ー
北
九
州
．
た
」
、
ス
タ
ー
フ
ラ
イ
ヤ
ー
に
も
特

の
往
復
航
空
券
や
、
玄
別
御
協
賛
を
賜
っ
た
。
御
奉
仕
い
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二
月
十
一
日
午
前
十
一
時
、
本
i
た
が
、
定
刻
に
は
多
く
の
参
拝
者

殿
で
我
国
の
誕
生
を
祝
う
建
国
祭
が
見
守
る
中
、
高
向
宮
司
以
下
奉

が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
。
仕
神
職
・
巫
女
、
参
列
者
が
参
進
、

生
憎
の
雨
模
様
と
な
り
、
祭
典
一
所
定
の
座
に
着
座
し
祭
典
が
始
ま

時
に
は
さ
ら
に
雨
脚
が
強
く
な
っ
一
っ
た
。

神
武
天
皇
建
国
以
来

の
国
体
護
持
と
皇
室
・

国
家
、
国
民
の
弥
栄
を

祈
念
し
祝
詞
を
奏
上
、

続
い
て
巫
女
に
よ
る
浦

安
舞
奉
奏
、
各
代
表
者

が
玉
串
拝
礼
を
執
り
行
ー
さ
れ
大
東
亜
戦
争
敗
戦
に
よ
り
廃

い
、
祭
典
は
滞
り
無
く
一
止
さ
れ
る
迄
、
全
国
に
拡
が
っ
て

終
了
し
た
。
一
い
た
。

今
年
は
昭
和
四
十
一
i
現
在
で
も
こ
の
日
に
は
、
全
国

年
に
「
建
国
記
念
の
日
」
一
各
地
で
様
々
な
神
事
や
式
典
等
の

が
制
定
さ
れ
て
か
ら
四
」
奉
祝
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

十
五
年
目
と
な
る
。
「
日
二
卒
祝
反
対
の
集
会
も
目
立
っ
て
行

本
書
紀
」
で
は
辛
酉
の
一
わ
れ
て
い
る
。
何
処
の
国
に
於
い

年
春
一
月
一
日
、
神
武
一
て
も
国
民
は
誇
り
を
持
っ
て
国
の

天
皇
が
大
和
の
橿
原
の
]
建
国
を
祝
い
、
文
化
を
継
承
し
て

地
に
て
即
位
式
を
挙
げ
二
f
く
。
日
本
人
は
こ
の
「
建
国
記
念

ら
れ
た
日
で
、
太
陽
暦
一
の
日
」
の
意
義
を
各
々
充
分
に
認

の
採
用
に
伴
い
現
在
の
一
識
、
世
界
で
も
有
数
の
文
化
・
歴

二
月
十
一
日
と
な
り
：
史
・
伝
統
を
持
つ
我
が
国
を
世
界

「
紀
元
節
」
と
し
て
我
が
一
に
示
し
、
亦
、
子
孫
に
継
承
し
て
い

国
の
誕
生
の
日
と
制
定
一
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
月
二
十
八
日
、
宗
像
大
社
海
洋
神
事
奉

賛
会
の
初
会
合
が
当
大
社
に
て
開
催
さ
れ
、

権
田
仁
八
郎
会
長
を
は
じ
め
各
漁
協
代
表
の

方
々
八
名
、
当
大
社
よ
り
高
向
宮
司
以
下
七

名
が
出
席
し
、
本
年
の
海
洋
神
事
に
関
す
る

審
議
が
な
さ
れ
た
。

当
日
は
会
合
に
先
立
ち
本
殿
で
大
漁
祈
願

1

員
]
[□
°
年
の
大
漁
満
足
海
上
安

m
5i
-
―

会
合
で
は
先
ず
昨
年
の
皇
室
へ
の
若
布
献
｀
”

上
の
報
告
が
行
わ
れ
、
次
い
で
本
年
の
業
務

n
·ぐ
，

担
当
で
あ
る
吉
野
権
禰
宜
が
紹
介
さ
れ
、
業
務
が
引
継
が
れ
た
。

ま
た
本
年
の
献
上
者
（
漁
協
代
表
）
は
、
宗
像
漁
協
本
所
（
神
湊
）
と
同

地
ノ
島
支
所
よ
り
各
一
名
づ
つ
選
定
頂
く
こ
と
が
決
定
し
た
。

次
に
昨
年
の
「
み
あ
れ
祭
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
安
全
性
を
考
慮
し

た
縦
一
列
で
の
神
幸
を
本
年
度
も
継

承
す
る
事
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
他
に

も
各
漁
協
か
ら
組
合
員
へ
の
呼
び
か

け
や
、
宗
像
七
浦
（
宗
像
・
鐘
崎
漁
協
）

以
外
の
漁
師
へ
の
協
力
要
請
等
、
海
上

神
幸
を
盛
大
に
斎
行
す
る
た
め
の
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

尚
、
皇
室
へ
献
上
さ
れ
る
若
布
は
地

ノ
島
沖
で
採
取
さ
れ
る
が
、
今
の
と
こ

ろ
順
調
な
生
育
を
み
せ
本
年
は
二
月

下
旬
か
ら
採
取
を
開
始
し
、
三
月
中
旬

に
献
上
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

偉
大
社
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ー文
化
財
防
火
了
防
火
訓
練

s

晴
夭
の
中
、
関
係
各
機
関
よ
り

約
百
十
名
が
参
加
s

文
化
財
防
火
デ
ー
の
一
月
二
十
六
」
．
司
が
講
評
し
訓
練
を
終
了
し

日
、
恒
例
の
防
火
訓
練
が
宗
像
大
社
i
た
。

自
衛
消
防
隊
、
宗
像
地
区
消
防
本
部
、
i
こ
の
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭

宗
像
市
消
防
団
（
第
三
・
四
・
十
一
・
十
一
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
一
月
二

四
分
団
）
な
ど
約
百
名
が
参
加
し
合
十
六
日
、
世
界
最
古
の
木
造
建
築

同
で
行
わ
れ
た
。
i
で
あ
る
法
隆
寺
金
堂
の
壁
画
が
焼

ー
"
-
天
候
に
恵
ま
れ
た
当
日
午
前
九
時
損
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
文
化
財

皇
ピ
汀
日
[
[
直
叶
い
い
い
[

炉
t
＿
諧
に
火
勢
が
迫
っ
て
い
る
と
の
想
定
で
一
し
や
す
い
時
期
で
あ
る
と
い
う
事

璧
ー
開
始
さ
れ
た
。
霊
和
三
十
年
に
定
め
ら
れ
た
。

ら
茎
火
災
を
発
見
し
た
巫
女
が
拝
殿
火
i
当
大
社
で
は
昭
和
四
十
六
年
に

ぶ
y
J
．
ミ
p
-
ー

い
踪
災
報
知
器
を
押
し
、
社
務
所
に
通
報
。
．
斎
行
さ
れ
た
「
昭
和
の
大
造
営
」
を

立
｝
茫
職
員
は
本
殿
に
駆
け
つ
け
、
巫
女
と
機
に
毎
年
実
施
す
る
よ
う
に
な

.
t
が
1
}

宗
像
市
女
性
消
防
団
が
バ
ケ
ッ
リ
レ
[
り
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し
文
化

ー
を
開
始
、
神
職
は
地
元
消
防
団
と
]
財
防
火
デ
ー
に
実
施
し
今
年
で
一
―
―

と
も
に
消
火
栓
か
ら
放
水
を
行
い
初
十
七
回
を
数
え
る
。

期
消
火
に
あ
た
っ
た
。
一
ま
た
訓
練
終
了
後
に
は
、
宗
像

午
前
十
時
に
は
折
か
ら
の
強
風
に
一
地
区
消
防
本
部
に
よ
る
当
大
社
消

あ
お
ら
れ
、
祈
願
殿
に
延
焼
拡
大
し
i
防
設
備
へ
の
査
察
も
行
わ
れ
、
老

た
と
の
想
定
で
一
―
九
番
通
報
。
通
一
朽
化
し
た
ホ
ー
ス
等
一
部
を
新
し

報
を
受
け
た
宗
像
地
区
消
防
本
部
、
：
く
す
る
予
定
で
あ
る
。
当
大
社
が

宗
像
市
消
防
団
の
各
消
防
車
両
が
サ
i
収
蔵
す
る
貴
重
な
文
化
財
を
後
世

イ
レ
ン
を
嗚
ら
し
な
が
ら
第
一
駐
車
一
に
伝
え
る
為
に
9
-

場
に
集
結
。
各
隊
、
統
制
の
と
れ
た
動
一
も
、
今
後
も
消
防

き
で
配
置
に
つ
き
、
一
斉
に
祈
願
殿
二
設
備
の
充
実
、
職
一

屋
根
に
放
水
を
開
始
。
本
番
さ
な
が
i
員
の
防
火
意
識

ら
の
消
火
活
動
を
繰
り
広
げ
た
。
一
の
向
上
を
今
ま

消
火
活
動
終
了
後
は
、
宮
部
宗
像
一
で
以
上
に
図
ら

副
市
長
、
乙
藤
宗
像
本
部
消
防
長
、
荒
i
ね
ば
と
思
う
。

木
宗
像
市
消
防
団
長
、
最
後
に
高
向
一
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九
州
新
幹
線
全
線
開
通
に
伴
い

宮
司
h
：
；
く
ら
」
に
試
乗

v、

博
多
新
幹
線
列
車
区
袖
＂
棚
動
座
祭
を
斎
行

春
ま
つ
り
の
御
案
内

春
季
大
祭
を
左
記
行
事
日
程
で
斎
行
致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
方

お
誘
い
の
上
御
参
拝
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

三
月
三
十
＿
日
（
木
）
午
後
五
時
総
社
地
主
祭

午
後
六
時
宵
宮
祭
ー
、

一
日
（
金
）
午
前
十
一
時
一
日
祭

（
氏
子
奉
幣
·
主
墨
地
方
風
俗
舞
·
浦
安
舞
）

二
日
（
土
）
午
前
十
一
時
二
日
祭
（
海
洋
神
事
事
業
功
労
者
表
彰
）

午
前
十
一
時
四
十
分

宗
像
護
国
神
社
春
季
大
祭

高
宮
祭

第
二
宮
・
第
三
宮
祭

交
通
安
全
講
社
祭

献
茶
祭
（
南
坊
流
）

招行祠に

嘉［予虞げ
ぁ所鹿開土
り、縁児業日
高ぁ島す、
向る中る来
宮当芭九］
司大の州ー
竺社試新日
さに乗幹王
くも会線—
ｷ ｷ ｷｷｷ ---ｷ ｷ ｷ ｷ • -" ｷ ｷ ｷ ｷ • •- -•• ｷ ｷ ｷ ｷ ------ｷ • ｷｷ ｷ ---

く終 往ら
のえ報復口

一いい畠
けま博ら詰フ日係。車
同で多ーめァは者 し
10 を駅はかン招は 熊
時片を午けゃ待前 本
lo 道発前る家者日 i 
分約車 9 中族にに 博
に 50 、時二連加試 多
到分熊 20 されえ乗 間
着か本分くが多を を
ｷ • ｷ • • ｷ ｷ ｷ ｷｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • • ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ --• -ｷ ｷ ｷ ｷｷｷ ｷ --" ｷ • ｷ ｷ • • ｷｷ ｷ ｷ ｷ • --ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ • • -• ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ --• " ｷ ｷ ｷ • ｷｷ • -ｷｷｷ ｷ ｷ ｷ -

逗4- --, :竺g使 l933 はに児

区し駅修日 広は路勿座るも手幹いみ應とく用分仕云贋靡
了て近．に尚々三を論席、゜本すを N ず盆三らさ了鹿ず駅央 にし時し
R い郊塁はそ‘と席挟だ配了物り碁七ほ＇笙種只れ岳児ほの駅開無 ‘40 た
西信祠ェiれ上三含力1 置 l、の平調 0 とで類各主。島そみを業事同分゜
日多多事 R 犀壺慶二闘多澁森了t畠 5 控昌農霊唇喜月［停最後甜はt盲悶
杢新馨且博立雙と闘席リ厚をフ—直車くれfI 車に試を本更短博し 30 本後

腐;~い畠竺ど竺？素↓ ［門：悶塁：召／夕ゞ；塁雰り素塁贔孟t：畠嬰摩
多列移博の月 た従て席 て枠れ桜新 l つすで時を列き 5 多発前
駅車転多改二t~り来通はり、いにるのし ンばるも間約車他鹿 駅車 lo
···········································································································································································•···········································•····························••- -ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ 

全州以多に運転が た祭向神る中
新等新下新行行手在約゜がし職と央
幹が幹約幹つ管や籍二 斎神二Q街
線祈線三線て理車さ五 行棚名ーへ
開念開＋列いを掌れ〇 さ動が名も
業さ業名車る主の運名 れ座出、ど
れにが区同

畠な仕参長区
近 ヽり畠当
ヵ‘務本日
と のれ安は
な 安九憲博

···············疇· • • • • • • • • • • • • • --.... • • • • • --• • • • • • • -

て性けつのり
いのにて人鉄
る起ぶも々道
゜爆 7 長や＾
剤後年利云
とのの用社
し利願さの
て便ぃれ言
も性でるら
期やあ方
待地っ々ず
さ域たに周
れ活だと辺

午
後
二
時

四
月



7
 
第601 号（昭和36年5月 10日第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 刀マ

に MUNAKATA 像 平成23年3月 1 日火曜日

水 て体任大
中学い制し会昨
考会くとたを年
古でこなよ終第
学のとる 7 了＋
研埜を。年し回
究調祈会度、漂
所講りがか私着
、演た益らも物
林はい々若会学
田ァ゜進手長会
憲ジ 化のを福
三ア し新退岡

峰曇璽丘頃·鬱尋；，4` ` ] ［心、 9:: [] 
う布北夕氏とで温道ン子が たラ島ニラ鈴が容は S がら
とを上力は戦迫暖で溢安強南゜ガに〇ガ木行で密そ私、；；
結拡をラ温慄っ化もれ貝い方 イ漂〇ィ明つぁ接、t.,.1ホ
ん大続ガ暖をてが発ると夕産 の着九北彦たっな漂ら着
なすりィ化棠いす見貝も力の 報し年上先がtっ関着に物
る地は畠委るこ、さだぃラィ 告たにの生閾詞悶夏 9 よ
で理さ のいれがいガメ でメ松道竺道究あ水て中
あ的を魯籍で勢地北口 l あダ前丘夕教発る中く考ろ分 9'- 、木はい球海マ丘、ジ つ力半、力育表と考れ古

燃口的当 る楽く島弓小の海 l 会は中 はた究小がた
岳蹄ににさ海し会と状呂周岸チ員広道会驚；に笠伝，J:今
の疫見寒て岸ん員眺の‘辺でコ達い海場き一漂一

悶,i竺犀; .... ：呵農誤頁；胃i, I 畠悶ぇg儡着ば閾盈;f、
支ぅ麿：宣ぢ0 ；会患［閏：を：悶塁宮ぷ［竺ぞ畠癌磁式
変）と豪年、 福海砂金大界塩公でし少営た成りみ究文発
地そ雪か低 岡岸が印烏灘屋園あた年公゜果あのと乃表
異し砥ら温 県歩まのそに展内つ施海園 にげ自 ちも
がて温全で がきぶ志し浮望のな塁の海 会て由とやあ
続新、国本 誇をし賀てぶ台北ビ、家の 場き研、んつ

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • --------------•ヨー雫·疇ー..................雫·疇ー· • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • -------------------- • ·疇疇疇....疇疇....疇疇疇疇....................ー·雫· 9 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

は か驚まるけ予の 浜たも し撲もく
な砂゜いまのら定伐松をの上二ては最゜
か浜 た放はれの採林歩で昇月し八悪ぷ
つを .... °置幼て松ががい、しにま百な
た歩 ーさ松いに行松た久春なつ長も政
がく れれでたはゎ食°しらった騒の
、。 はて、が緑れ虫 ぶして゜ぎと治
そ漂 怠ぃ今、のてに りさ、 でなも
れ着 慢た迄こテぃゃ にがや 信り、悶
で物 でもよれ l ら 福感つ 用
もは はのくだプt：れ 間じと 見贋も、
韓多 なだことが伐枯 花ら気
国く いとの残つ採松 見れ温 墜相交

....鴫.....................................鴫鴫...................................................噸·鴫鴫·噸············································-

し用な工行 つり際き採口世 た l し製
てが細揺くもな渾にに集縁の西゜浮‘の
もあ長'-途う は元し部捕郷 子中ボ
よるいと中そ 岸力気た片鉢川 は国リ
いか土しにこ 歩ワを゜、片南 相製タ
の自‘地て津ま き）ヽも久少と側 変のン

；塁竺嬰昌石 閃ぷ乞羞塩魯塁 忍f; 
なと体ぃ線だ も骨fこりく後こ ずン数
ぃしどtの。 たゃ。のと期ろ 目ジ個
か ん：跡海 え皮波海鯨の にやあ
、なこ地岸 なも打岸骨甕、 つブつ
残利んがへ かあち歩もの中 いルた

（続）

公
＃

ハ
疇
·
ー
、

.
-
鼻

253 

い
し
い
た
だ
し
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う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

歳
旦
の
妻
と
静
か
な
朝
鮪
な
り
雑
煮
食
し
つ
つ
息
災
を
謝
す

ロ
ぃ
コ
麟
汀
認
冒
コ
ロ
の
気
持
ち
で
取
る
作
者
が
清
々

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子

赤
福
は
伊
勢
の
名
物
弟
が
行
き
て
く
れ
た
り
あ
ん
あ
ん
こ
餅

ロ
ロ
胃
鱈
口
謬
言
直
麟
信
／
鱈
賃
ー
つ
』
―
冒

宗
像
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

旋
回
を
し
て
い
る
鳶
の
去
り
し
よ
り
た
だ
一
色
の
青
空
と
な
る

ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
空
が
眼
に
う
か
ぶ
良
い
歌
。
下
の
句
を
〈
青
一

ロ
色
の
秋
空
と
な
る
〉
な
ど
と
季
節
を
入
れ
る
詠
み
方
も
で
き
る
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

気
配
と
ふ
目
に
見
え
ぬ
も
の
萌
え
い
づ
る
け
さ
は
し
づ
か
に
屋
根
の
上
の
雪

見
え
な
い
も
の
を
詠
も
う
と
す
る
作
者
の
努
力
が
良
い
。
〈
眼

ー
ね
員
竺
謬
鱈
麟
闘
冒
汀
言
彗

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊

海
の
神
斎
き
祀
れ
る
宗
像
は
四
季
を
風
吹
く
海
の
風
吹
く

宗
像
の
風
は
海
風
だ
と
い
う
作
者
。
結
句
は
吹
く
を
は
ず
し
、

口
玄
海
の
風
、
潮
の
香
の
風
、
な
ど
風
を
描
写
し
て
は
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

大
晦
日
明
日
に
ひ
か
え
孫
か
ら
の
出
産
は
無
事
男
子
誕
生

口
丑
這
冒
言
＝
『
言
臼
。
「
出
産
は
無
事
男
子
誕
生
」

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

釣
川
の
岸
辺
の
旗
亭
に
集
び
た
り
わ
が
宗
像
の
正
月
歌
会

口
鱈
言
げ
。
晴
れ
が
ま
し
さ
。
宗
像
の
固
有
名
が
う
ま
く
使

社
歌
会
詠
革

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

雪
の
日
は
お
鍋
が
い
い
ね
大
根
をい

っ
ぼ
ん
お
ろ
し
て
み
ぞ
れ
鍋
と
か

·
ば
阻
＇

九
州
の
太
郎
次
郎
は
あ
さ
党
め
て

積
も
り
し
雪
の
白
さ
に
く
ら
む

一孟見鳥ねか福
るのずら津
作嗜みむ市
者好もね
のはち；
嘉：皇t中
良ざはの央
汀ま黒実
゜＜喰
掃美ぴ
門味晶
なしる
がそ烏

ら］皇池
鳥丘る浦
の ら千
糞具し鶴
の兄黒子

疇よ
まが掃
で、く

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

ふ
る
里
に
青
竹
高
く
組
ま
れ
ゐ
る
日
本
一
の
門
松
仰
ぐ

一
□戸
悶
冒
口
』
汀
鯰
あ
る
の
は
素
敵
だ
。
〈
仰
ぐ
〉
に

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

い
も

と
ほ
き
日
の
妹
の
か
な
し
み
樹
木
葬
で
山
野
の
な
か
へ
消
え
た
し
と
言
ふ

初
句
は
過
去
、
下
の
句
は
現
在
と
時
制
の
違
い
が
一
首
を
解

口
リ
に
く
く
し
て
い
る
。
下
の
句
の
具
体
が
良
い
の
で
再
考
を
。

宗
像
市
曲
天
野
玲
子

わ
が
連
勢
今
年
は
八
方
塞
が
り
と
社
頭
に
書
か
れ
て
守
り
札
買
ふ

ロ
兵
謡
砂
責□認
認
口
。
手
い
。
守
り
札
の
功
徳
か
、
ひ

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

老
の
身
の
の
ろ
ま
な
動
作
す
る
事
の
終
わ
ら
ぬ
ま
ま
に
冬

E
l暮
れ
ゆ

ロ
髯
口
汀
‘
《
[
『
闘
区
汀
切
れ
の
歌
だ
が
二
句
を

一嘉も見運が北
考る命み九
え作にを朴I
て者逆風市
み°らに
ま丘ゎ委八
しなずね幡
さげ生；西
っ。なきな区
りるげ
マ人な
ををり
他見道
のるの
言ょ端
葉ぅに遠
で 9→群藤
表える
現のぢ幸
すここ子
るろろ
こ草草
とをは

品
位
を
欠
い
た

仁
」
外
国
人
横
綱
の

騒
動
、
大
麻
、
暴
行
、
野
球
賭
博
、
そ

し
て
ハ
百
長
と
問
題
が
続
き
、
つ
い

に
大
相
撲
春
場
所
の
中
止
が
決
定

し
た
▼
相
撲
の
起
源
は
神
の
力
比

べ
、
つ
ま
り
神
話
ま
で
遡
る
。
全
国

各
地
の
神
社
や
学
校
に
は
土
俵
が

あ
り
、
子
供
相
撲
や
横
綱
土
俵
入
り

も
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。
巡
業
地

で
は
相
撲
部
屋
を
受
け
入
れ
て
い

る
神
社
も
多
い
▼
今
回
の
決
定
を

受
け
、
比
較
さ
れ
る
の
が
明
治
維
新

の
頃
で
あ
る
。
急
速
な
欧
米
化
が
進

み
、
儲
（
ま
げ
）
や
裸
体
に
ち
か
い
姿

が
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
危
機
を

迎
え
た
。
そ
の
中
で
当
時
の
力
士
ら

は
靖
国
神
社
の
建
設
や
地
域
の
消

防
団
に
入
り
奔
走
し
た
と
い
う
▼

大
相
撲
は
ス
ポ
ー
ツ
競
技
や
格
闘

技
で
は
な
く
国
技
で
あ
り
、
力
士
に

は
品
位
や
人
間
性
も
求
め
ら
れ
る
。

と
は
い
え
、
興
行
的
側
面
も
強
く
問

題
は
根
深
い
▼
圧
倒
的
な
強
さ
や

ス
タ
—
性
を
求
め
て
し
ま
う
我
々

大
衆
に
も
問
題
は
あ
り
、
単
な
る
勝

敗
だ
け
で
な
く
相
撲
を
み
る
目
を

養
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
日
も
早
く

か
つ
て
の
相
撲
人
気
が
復
活
す
る

こ
と
を
願
っ
て
止
ま
な
い
。
（
塚
）

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

す
こ
や
か
に
傘
寿
の
春
を
歩
み
初
む

宗
像
市
平
井
占
部
詩
子

見
馴
れ
ゐ
て
見
飽
き
ぬ
流
れ
春
近
し

宗
像
市
武
丸
白
土
凌
一

小
雪
舞
う
子
狸
楽
し
く
走
ら
ん
や

品
集

発行所
宗像大社社務所
宗像会

〒811-3505 福岡県宗像市田島
篭話 0940-62- 1311 （代）
発行人 葦津幹之

編集人 大塚宗延
制作ゼネラルアサヒ
印刷ゼネラルアサヒ 1 毎月 1 日発行定価 1 年送料共 1,000円 I


